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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水と着色剤と水溶性有機溶剤と炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコール
エーテルとを必須成分として含むインクジェット用インクにおいて、
　前記インクジェット用インクは、
　前記炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルが、２－エチル－
１，３－ヘキサンジオール又は２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールで、
　前記着色剤の含有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、
　普通紙に対する吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ、
前記普通紙に対する自動接触角計で測定した場合の接触角θ0が１０°以上４０°未満で
ある
　ことを特徴とするインクジェット用インク。
【請求項２】
　前記インクジェット用インクは、
　前記インクジェット用インクを普通紙に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接
触角θ０との関係が、
　θ１＞（１／２）・θ０

で表される
　ことを特徴とする請求項１に記載のインクジェット用インク。
【請求項３】



(2) JP 4789388 B2 2011.10.12

10

20

30

40

50

　前記インクジェット用インクは、
　２５℃における粘度が５ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下であり、
　かつ、２５℃における表面張力が４０ｄｙｎ／ｃｍ以下である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のインクジェット用インク。
【請求項４】
　前記着色剤は、
　重量平均粒子径が５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下で、含有量が６ｗｔ％以上２０ｗｔ％以
下である
　ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項５】
　前記水溶性有機溶剤が、
　グリセリン、１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、１，６－ヘキサンジ
オール、プロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、ジエチレングリコール、ジ
プロピレングリコール、トリメチロールプロパン、およびトリメチロールエタンからなる
群より選ばれる少なくとも１種類を湿潤剤として含有する
　ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項６】
　前記湿潤剤の含有量は、
　１０ｗｔ％以上５０ｗｔ％以下である
　ことを特徴とする請求項５に記載のインクジェット用インク。
【請求項７】
　前記湿潤剤の含有量は、
　前記着色剤に対する重量比で２．０以上６．０以下である
　ことを特徴とする請求項５又は６に記載のインクジェット用インク。
【請求項８】
　前記湿潤剤の含有量は、
　前記着色剤に対する重量比で３．０以上５．０以下である
　ことを特徴とする請求項５又は６に記載のインクジェット用インク。
【請求項９】
　前記水溶性有機溶剤が、
　１，５－ペンタンジオール、１，７－ヘプタンジオール、１，８－オクタンジオールか
らなる群より選択される少なくとも１種類を含む
　ことを特徴とする請求項５ないし８のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１０】
　前記水溶性有機溶剤が、
　エチレングリコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、トリプロ
ピレングリコール、２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，３－プロパ
ンジオール、１，４－ブタンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオール、１，２
，４－ブタントリオール、１，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、ペンタ
エリスリトールからなる群より選ばれる少なくとも１種を含む
　ことを特徴とする請求項５ないし８のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１１】
　前記水溶性有機溶剤が、
　ラクタム類を含む
　ことを特徴とする請求項５ないし１０のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１２】
　前記ラクタム類が、
　２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリド
ン、ε－カプロラクタムからなる群より選ばれる少なくとも１種類以上を含む
　ことを特徴とする請求項１１に記載のインクジェット用インク。
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【請求項１３】
　前記インクジェット用インクが、
　尿素類又は糖類を含有する
　ことを特徴とする請求項１ないし１２のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１４】
　前記尿素類は、
　尿素、チオ尿素、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノンからなる群より選ばれる１
種類を含む
　ことを特徴とする請求項１３に記載のインクジェット用インク。
【請求項１５】
　前記糖類は、
　マルチトース、ソルビトース、グルコノラクトン、マルトースからなる群より選ばれる
少なくとも１種類を含む
　ことを特徴とする請求項１３に記載のインクジェット用インク。
【請求項１６】
　前記インクジェット用インクは、
　２５℃における粘度が８ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下である
　ことを特徴とする請求項１ないし１５のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１７】
　前記インクジェット用インクは、
　アニオン系又はノニオン系界面活性剤を含有する
　ことを特徴とする請求項１ないし１６のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項１８】
　前記アニオン系又はノニオン系界面活性剤が、
　下記の一般式（I）、（II）、（III）、（IV）、（V）、（VI）で表される化合物から
なる群より選ばれる少なくとも１種類を含む
　ことを特徴とする請求項１７に記載のインクジェット用インク。
【化１】

【化２】

【化３】
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【化４】

【化５】

【化６】

【請求項１９】
　前記アニオン系又はノニオン系界面活性剤の含有量は、
　０．１ｗｔ％以上５ｗｔ％以下である
　ことを特徴とする請求項１７又は１８に記載のインクジェット用インク。
【請求項２０】
　前記インクジェット用インクは、
　２５℃における表面張力が３５ｄｙｎ／ｃｍ以下である
　ことを特徴とする請求項１７ないし１９のいずれかに記載のインクジェット用インク。
【請求項２１】
　水と着色剤と水溶性有機溶剤と炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコール
エーテルとを必須成分として含むインクジェット用インクにエネルギーを付与して、微細
孔から該インクジェット用インクを吐出させて記録を行うインクジェット記録方法におい
て、
　前記インクジェット用インクが、
　前記炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルが、２－エチル－
１，３－ヘキサンジオール又は２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールで、
　前記着色剤の含有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、
　普通紙に吐出させたときの吸収係数を３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上とし
、かつ、このときの自動接触角計で測定した場合の接触角θ0を１０°以上４０°未満で
ある
　ことを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項２２】
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　前記インクジェット用インクが、
　前記インクジェット用インクを普通紙に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接
触角θ0との関係が、
　θ１＞（１／２）・θ０

で表される
　ことを特徴とする請求項２１に記載のインクジェット記録方法。
【請求項２３】
　前記インクジェット記録方法は、
　用いる記録紙が坪量５０ｇ／ｍ２以上１００ｇ／ｍ２以下の普通紙である
　ことを特徴とする請求項２１又は２２に記載のインクジェット記録方法。
【請求項２４】
　前記インクジェット記録方法は、
　前記インクジェット用インクに熱エネルギーを作用させてインク吐出を行う
　ことを特徴とする請求項２１ないし２３のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項２５】
　前記インクジェット記録方法は、
　前記インクジェット用インクに力学的エネルギーを作用させてインク吐出を行う
　ことを特徴とする請求項２１ないし２３のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項２６】
　前記インクジェット記録方法は、
　インク滴１個の体積（Ｍｊ）が２ｐｌ以上３５ｐｌ以下、周波数が１ｋＨｚ以上、解像
度が３００ｄｐｉ以上のワンパス印字条件にて記録を行う
　ことを特徴とする請求項２１ないし２５のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項２７】
　前記インクジェット用インクは、
　２５℃における粘度が５ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下であり、かつ、２
５℃における表面張力が４０ｄｙｎ／ｃｍ以下である
　ことを特徴とする請求項２１ないし２６のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項２８】
　前記インクジェット用インクは、
　前記着色剤の重量平均粒子径が５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下で、含有量が６ｗｔ％以上
２０ｗｔ％以下である
　ことを特徴とする請求項２１ないし２７のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項２９】
　前記水溶性有機溶剤は、
　グリセリン、１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、１，６－ヘキサンジ
オール、プロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、ジエチレングリコール、ジ
プロピレングリコール、トリメチロールプロパン、およびトリメチロールエタンからなる
群より選ばれる少なくとも１種類を湿潤剤として含有する
　ことを特徴とする請求項２１ないし２８のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項３０】
　前記湿潤剤の含有量は、
　１０ｗｔ％以上５０ｗｔ％以下である
　ことを特徴とする請求項２９に記載のインクジェット記録方法。
【請求項３１】
　前記湿潤剤の含有量は、
　前記着色剤に対する重量比で２．０以上６．０以下である
　ことを特徴とする請求項２９又は３０に記載のインクジェット記録方法。
【請求項３２】
　前記湿潤剤の含有量は、
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　前記着色剤に対する重量比で３．０以上５．０以下である
　ことを特徴とする請求項２９又は３０に記載のインクジェット記録方法。
【請求項３３】
　前記水溶性有機溶剤が、
　１，５－ペンタンジオール、１，７－ヘプタンジオール、１，８－オクタンジオールか
らなる群より選択される少なくとも１種類を含む
　ことを特徴とする請求項２９ないし３２のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項３４】
　前記水溶性有機溶剤が、
　エチレングリコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、トリプロ
ピレングリコール、２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，３－プロパ
ンジオール、１，４－ブタンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオール、１，２
，４－ブタントリオール、１，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、ペンタ
エリスリトールからなる群より選ばれる少なくとも１種を含む
　ことを特徴とする請求項２９ないし３２のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項３５】
　前記水溶性有機溶剤が、
　ラクタム類を含む
　ことを特徴とする請求項２９ないし３４のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項３６】
　前記ラクタム類が、
　２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリド
ン、ε－カプロラクタムからなる群より選ばれる少なくとも１種類以上を含む
　ことを特徴とする請求項３５に記載のインクジェット記録方法。
【請求項３７】
　前記インクジェット用インクが、
　尿素類又は糖類を含有する
　ことを特徴とする請求項２１ないし３６のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項３８】
　前記尿素類は、
　尿素、チオ尿素、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノンからなる群より選ばれる１
種類を含む
　ことを特徴とする請求項３７に記載のインクジェット記録方法。
【請求項３９】
　前記糖類は、
　マルチトース、ソルビトース、グルコノラクトン、マルトースからなる群より選ばれる
少なくとも１種類を含む
　ことを特徴とする請求項３７に記載のインクジェット記録方法。
【請求項４０】
　前記インクジェット用インクは、
　２５℃における粘度が８ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下である
　ことを特徴とする請求項２１ないし３９のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項４１】
　前記インクジェット用インクは、
　アニオン系又はノニオン系界面活性剤を含有する
　ことを特徴とする請求項２１ないし４０のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項４２】
　前記アニオン系又はノニオン系界面活性剤が、
　下記の一般式（I）、（II）、（III）、（IV）、（V）、（VI）で表される化合物から
なる群より選ばれる少なくとも１種類を含む
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　ことを特徴とする請求項４１に記載のインクジェット記録方法。
【化７】

【化８】

【化９】

【化１０】

【化１１】

【化１２】
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【請求項４３】
　前記アニオン系又はノニオン系界面活性剤の含有量は、
　０．１ｗｔ％以上５ｗｔ％以下である
　ことを特徴とする請求項４１又は４２に記載のインクジェット記録方法。
【請求項４４】
　前記インクジェット用インクは、
　２５℃における表面張力が３５ｄｙｎ／ｃｍ以下である
　ことを特徴とする請求項４１ないし４３のいずれかに記載のインクジェット記録方法。
【請求項４５】
　水と着色剤と水溶性有機溶剤と炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコール
エーテルとを必須成分として含むインクジェット用インクを収納するインクカートリッジ
において、
　前記インクジェット用インクが、
　前記炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルが、２－エチル－
１，３－ヘキサンジオール又は２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールで、
　前記着色剤の含有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、
　普通紙に対する吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ、
前記普通紙に対する自動接触角計で測定した場合の接触角θ0が１０°以上４０°未満で
ある
　ことを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項４６】
　前記インクジェット用インクが、
　前記インクジェット用インクを普通紙に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接
触角θ0との関係が、
　θ１＞（１／２）・θ０

で表される
　ことを特徴とする請求項４５に記載のインクカートリッジ。
【請求項４７】
　記録紙を搬送する搬送部と、
　水と着色剤と水溶性有機溶剤と炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコール
エーテルとを必須成分として含むインクジェット用インクを記録紙に付着させる付着部と
、を有し、
　前記記録紙に画像を形成するインクジェット記録装置において、
　前記インクジェット用インクが、
　該炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルが、２－エチル－１
，３－ヘキサンジオール又は２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールで、
　前記着色剤の含有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、
　普通紙に対する吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ、
前記普通紙に対する自動接触角計で測定した場合の接触角θ0が１０°以上４０°未満で
ある
　ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項４８】
　前記インクジェット用インクが、
　前記インクジェット用インクを普通紙に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接
触角θ0との関係が、
　θ１＞（１／２）・θ０

で表される
　ことを特徴とする請求項４７に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４９】
　請求項２１又は２２に記載のインクジェット記録方法により作製される
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　ことを特徴とするインクジェット記録物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、普通紙を用いた記録に好適な、インクジェット記録方法、インクカートリッ
ジ、インクジェット記録装置、インクジェット記録物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　インクジェット記録方式は、記録の高速化、カラー化、高密度化などが容易なことから
注目されており、インクジェット記録方式を採用した記録装置も普及している。
　こうしたインクジェット記録方式に適用される記録紙として、コート紙タイプの紙が専
用に用いられてきた。専用記録紙を用いることにより、例えば従来の銀塩写真にせまる高
画質化が達成され、近年では個人ユーザーにまで広く普及してきた。
【０００３】
　一方、ビジネス分野においては、モノクロ画像やビジネスカラー画像を記録する場合が
多く、電子写真方式の複写機やプリンタが既に広く普及している。近年、ビジネス文書に
もカラー化が増えていることに加え、前述のインクジェットプリンタの価格が急激に低下
してきたことから、オフィスにおいてもインクジェットプリンタが徐々に普及する傾向に
ある。
　しかしながら、ビジネス分野においては、写真画質よりもむしろ高速印字性や低コスト
化が優先されており、専用記録紙のコスト高が普及の大きな妨げになっている。すなわち
、電子写真方式の複写機等と共存するオフィス内で、専ら用いられる普通紙（ＰＰＣ用紙
）と別に管理することの煩雑さも手伝い、入手性が高く、低価格である普通紙に対するイ
ンクジェット適性の優れた記録方法が望まれている。
【０００４】
　また、近年、プリンタの普及等によりますますプリント物が増加しつつある一方で、省
資源の観点から紙の消費量を減らそうとの活動が盛んである。オフィスにおいても両面印
字などにより、紙消費の削減の必要性がますます高まってきた。オフィスで用いられてい
る記録紙としては、坪量が１００ｇ／ｍ２以上の厚手のものが用いられることは少なく、
５０～１００ｇ／ｍ２の記録紙を用いることが大半であるため、両面印字の際の裏面に印
字した画像の裏抜けが今まで以上に重要な課題となってきた。その面でも電子写真方式の
方が有利であり、インクジェットプリンタのオフィスへの本格的普及には多くの課題が残
されている。
【０００５】
　現在普及しているインクジェットプリンタで普通紙に記録した場合の問題点を整理する
と以下の通りである。（１）水性のインクの吸収性に乏しく、多量のインクが付与される
と、インクの乾燥、定着が遅い（インクが未定着、未乾燥の状態で記録面に物が触れると
、形成された画像を損なう場合がある）。（２）水性のインクが紙層内に吸収される際に
、紙を構成する繊維に沿ってにじみが生じるため、インクドットもしくは画像の外周形状
がギザギザ等の不規則形状となる、いわゆるフェザリングが発生し、鮮明な文字、記録画
像が得られない。（３）水性インクに用いた染料等の水溶性の着色剤を固定するための特
別な構成を有するものではないので、記録画像の耐侯性、耐水性が不十分である。
　（１）を解決するための手段としては、普通紙に対してインクの吸収速度を高くするこ
とが有効であるが、紙の内部までインクが浸透してしまうことにより、画像濃度が低下し
たり、裏抜け濃度が高くなって両面印字性が低下するといった不具合が生じる。
　（２）に関しては、例えば特開平７－１３３４５３号公報に記載されているように、イ
ンクの普通紙との接触角を５０°～１３０°とすることによって改善されるが、その場合
はインクの乾燥速度が遅くなり、高速印字には不適である。
　（３）に関しては、水溶性染料に代え、顔料を用いることが検討されている。この場合
はノズルへの目詰まり等噴射安定性の課題がある。
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　以上のように、個々の問題点に対しては改善する手段は知られているものの、これらを
同時に満足させる技術は未だ十分ではない。
【０００６】
　普通紙に対する浸透性を適切に制御して、乾燥性とフェザリングのバランスをとろうと
する試みとして、特開平６－１３６３０７号公報では、普通紙に対する接触角が３０°～
６０°である記録用インクが開示され、さらに、特開平６－１３６３０８号公報では、普
通紙に対する前進張力を５ｄｙｎ／ｃｍとすることで、乾燥速度と滲み改善の両立が図ら
れている。これらの技術のように、普通紙に対するインクの特性を制御することで、乾燥
性と滲みのバランスをとることが可能となってきた。
　しかしながら、上記公報に記載の技術では、当時の画質要求レベルではほぼ満足の行く
画像が得られるようになったものの、近年要求される画質レベル（例えば黒ベタの画像濃
度で１．３以上）には達しないことが判明した。その原因は、紙の内部までインクが浸透
していくこと、着色剤として用いている染料では乾燥性と画像濃度のバランスが限界にき
ていることが考えられる。さらに、上記公報に記載の技術では、染料を用いていることに
より、前述した（３）の欠点を克服していない。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、上記問題点に鑑み、従来の技術より画質の向上を図り、高い画像濃度をより
高速の印字で達成するためになされたものである。すなわち本発明の課題は、特別の表面
処理がされていない普通紙に対しても、インクジェット専用のコート紙並の印字品質が得
られ、とりわけ高速で印字した際にも、吐出安定性や保存安定性に優れ、かつ（１）良好
な色調、（２）高い画像濃度、（３）文字、画像の周辺部分にフェザリングの生じない鮮
鋭度の高い画像、（４）異なる色間の境界にじみ（カラーブリード）のない画像、（５）
両面印刷にも耐えうる裏抜けの少ない画像（６）耐水性や耐光性などの画像の堅牢性　を
与えることのできるインクジェット用インク、及びインクジェット記録方法を提供するこ
とである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明者は、比較的少ないインク量で十分高い画像濃度が
得られることを必須条件とし、インクが記録紙上に広がった場合にも画像濃度が低下しな
いよう着色剤の濃度を考慮した上、普通紙への浸透性を適切に調節してインクジェット用
インクを設計し、本発明を完成させるに至った。
【０００９】
　本発明のインクジェット用インクは、水と着色剤と水溶性有機溶剤と炭素数８以上１１
以下の多価アルコール又はグリコールエーテルとを必須成分として含むインクジェット用
インクにおいて、前記炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルが
、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール又は２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタ
ンジオールで、前記着色剤の含有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、普通紙に対する吸収
係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ、前記普通紙に対する自
動接触角計で測定した場合の接触角θ0が１０°以上４０°未満である。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記インクジェット用インクを普
通紙に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接触角θ０との関係が、θ1＞（１／
２）・θ0　で表されるものである。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記インクジェット用インクの２
５℃における粘度が５ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下であり、かつ、２５℃
における表面張力が４０ｄｙｎ／ｃｍ以下である。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記着色剤の重量平均粒子径が５
０ｎｍ以上２００ｎｍ以下で、含有量が６ｗｔ％以上２０ｗｔ％以下である。
【００１０】
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記水溶性有機溶剤が、グリセリ
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ン、１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、プ
ロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピレン
グリコール、トリメチロールプロパン、およびトリメチロールエタンからなる群より選ば
れる少なくとも１種類を湿潤剤として含有し、さらに炭素数８以上１１以下の多価アルコ
ール又はグリコールエーテルを含有する。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記湿潤剤の含有量が１０ｗｔ％
以上５０ｗｔ％以下である。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記湿潤剤の含有量が、前記着色
剤に対する重量比で２．０以上６．０以下である。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記湿潤剤の含有量が、前記着色
剤に対する重量比で３．０以上５．０以下である。
【００１１】
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記水溶性有機溶剤が、１，５－
ペンタンジオール、１，７－ヘプタンジオール、１，８－オクタンジオールからなる群よ
り選択される少なくとも１種類を含む。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記水溶性有機溶剤が、エチレン
グリコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、トリプロピレングリ
コール、２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，３－プロパンジオール
、１，４－ブタンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオール、１，２，４－ブタ
ントリオール、１，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、ペンタエリスリト
ールからなる群より選ばれる少なくとも１種を含む。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記水溶性有機溶剤が、ラクタム
類を含む。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記ラクタム類が、２－ピロリド
ン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン、ε－カプロ
ラクタムからなる群より選ばれる少なくとも１種類以上を含む。
【００１２】
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、尿素類又は糖類を含有する請求項
１ないし１３のいずれかに記載のインクジェット用インクである。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記尿素類は、尿素、チオ尿素、
１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノンからなる群より選ばれる１種類を含む。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記糖類は、マルチトース、ソル
ビトース、グルコノラクトン、マルトースからなる群より選ばれる少なくとも１種類を含
む。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、２５℃における粘度が８ｍＰａ・
ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下である。
【００１３】
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、アニオン系又はノニオン系界面活
性剤を含有する。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記アニオン系又はノニオン系界
面活性剤が、下記の一般式（I）、（II）、（III）、（IV）、（V）、（VI）で表される
化合物からなる群より選ばれる少なくとも１種類を含む。
【化１３】

【００１４】
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【化１４】

【００１５】
【化１５】

【００１６】
【化１６】

【００１７】
【化１７】

【００１８】
【化１８】

【００１９】
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、前記アニオン系又はノニオン系界
面活性剤の含有量が、０．１ｗｔ％以上５ｗｔ％以下である。
　また、本発明のインクジェット用インクは、さらに、２５℃における表面張力が３５ｄ
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ｙｎ／ｃｍ以下である。
【００２０】
　本発明のインクジェット記録方法は、水と着色剤と水溶性有機溶剤と炭素数８以上１１
以下の多価アルコール又はグリコールエーテルとを必須成分として含むインクジェット用
インクにエネルギーを付与して、微細孔から該インクジェット用インクを吐出させて記録
を行うインクジェット記録方法において、前記インクジェット用インクが、前記炭素数８
以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルが、２－エチル－１，３－ヘキサ
ンジオール又は２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールで、前記着色剤の含
有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、普通紙に吐出させたときの吸収係数を３ｍｌ／（ｍ
２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上とし、かつ、このときの自動接触角計で測定した場合の接
触角θ0を１０°以上４０°未満である。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクを普
通紙に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接触角θ0との関係が、θ１＞（１／
２）・θ０で表される。
【００２１】
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、用いる記録紙が坪量５０ｇ／ｍ２

以上１００ｇ／ｍ２以下の普通紙である。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクに熱
エネルギーを作用させてインク吐出を行う。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクに力
学的エネルギーを作用させてインク吐出を行う。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、インク滴１個の体積（Ｍｊ）が２
ｐｌ以上３５ｐｌ以下、周波数が１ｋＨｚ以上、解像度が３００ｄｐｉ以上のワンパス印
字条件にて記録を行う。
【００２２】
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクが、
２５℃における粘度が５ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下であり、かつ、２５
℃における表面張力が４０ｄｙｎ／ｃｍ以下である。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクが、
前記着色剤の重量平均粒子径が５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下で、含有量が６ｗｔ％以上２
０ｗｔ％以下である。
【００２３】
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記水溶性有機溶剤が、グリセリ
ン、１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、プ
ロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピレン
グリコール、トリメチロールプロパン、およびトリメチロールエタンからなる群より選ば
れる少なくとも１種類を湿潤剤として含有し、さらに炭素数８以上１１以下の多価アルコ
ール又はグリコールエーテルを含有する。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記湿潤剤の含有量が、１０ｗｔ
％以上５０ｗｔ％以下である。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記湿潤剤の含有量が、前記着色
剤に対する重量比で２．０以上６．０以下である。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記湿潤剤の含有量が、前記着色
剤に対する重量比で３．０以上５．０以下である。
【００２４】
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記水溶性有機溶剤が、１，５－
ペンタンジオール、１，７－ヘプタンジオール、１，８－オクタンジオールからなる群よ
り選択される少なくとも１種類を含む。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、記水溶性有機溶剤が、エチレング
リコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、トリプロピレングリコ
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ール、２，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，３－プロパンジオール、
１，４－ブタンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオール、１，２，４－ブタン
トリオール、１，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、ペンタエリスリトー
ルからなる群より選ばれる少なくとも１種を含む。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記水溶性有機溶剤が、ラクタム
類を含む。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記ラクタム類が、２－ピロリド
ン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン、ε－カプロ
ラクタムからなる群より選ばれる少なくとも１種類以上を含む。
【００２５】
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクが、
尿素類又は糖類を含有する。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記尿素類が、尿素、チオ尿素、
１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノンからなる群より選ばれる１種類を含む。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記糖類が、マルチトース、ソル
ビトース、グルコノラクトン、マルトースからなる群より選ばれる少なくとも１種類を含
む。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクが、
２５℃における粘度が８ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下である。
【００２６】
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクが、
アニオン系又はノニオン系界面活性剤を含有する。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記アニオン系又はノニオン系界
面活性剤が、下記の一般式（I）、（II）、（III）、（IV）、（V）、（VI）で表される
化合物からなる群より選ばれる少なくとも１種類を含む。
【化１９】

【００２７】
【化２０】

【００２８】
【化２１】

【００２９】
【化２２】
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【００３０】
【化２３】

【００３１】
【化２４】

【００３２】
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記アニオン系又はノニオン系界
面活性剤の含有量が、０．１ｗｔ％以上５ｗｔ％以下である。
　また、本発明のインクジェット記録方法は、さらに、前記インクジェット用インクが、
２５℃における表面張力が３５ｄｙｎ／ｃｍ以下である。
【００３３】
　本発明のインクカートリッジは、水と着色剤と水溶性有機溶剤と炭素数８以上１１以下
の多価アルコール又はグリコールエーテルとを必須成分として含むインクジェット用イン
クを収納するインクカートリッジにおいて、前記インクジェット用インクが、前記炭素数
８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルが、２－エチル－１，３－ヘキ
サンジオール又は２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールで、前記着色剤の
含有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、普通紙に対する吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍ
ｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ、前記普通紙に対する自動接触角計で測定した場合の
接触角θ0が１０°以上４０°未満である。
　また、本発明のインクカートリッジは、さらに、前記インクジェット用インクを普通紙
に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接触角θ0との関係が、θ１＞（１／２）
・θ０で表されるインクジェット用インクを収納してなる。
【００３４】
　本発明のインクジェット記録装置は、記録紙を搬送する搬送部と、水と着色剤と水溶性
有機溶剤と炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルとを必須成分
として含むインクジェット用インクを記録紙に付着させる付着部と、を有し、前記記録紙
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に画像を形成するインクジェット記録装置において、
　前記インクジェット用インクが、該炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコ
ールエーテルが、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール又は２，２，４－トリメチル－
１，３－ペンタンジオールで、前記着色剤の含有量が６ｗｔ％以上であって、かつ、普通
紙に対する吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ、前記普
通紙に対する自動接触角計で測定した場合の接触角θ0が１０°以上４０°未満である。
　また、本発明のインクジェット記録装置は、さらに、前記インクジェット用インクが、
前記インクジェット用インクを普通紙に吐出させたときの接触１秒後の接触角θ１と接触
角θ0との関係が、θ１＞（１／２）・θ０で表される。
　本発明のインクジェット記録物は、前記インクジェット記録方法により作製される。
【００３５】
【発明の実施の形態】
　以下に本発明の実施の形態を説明する。
　本発明のインクジェット用インクは、水と着色剤と水溶性有機溶媒を必須成分とし、着
色剤を６ｗｔ％以上含有するものである。少ないインク量で十分高い画像濃度を得るため
に、また、インクが普通紙上に広がった際にも画像濃度の極度の低下を招かないために、
着色剤の含有量を６ｗｔ％以上とする。
【００３６】
　加えて本発明のインクジェット用インクは、動的走査吸液装置により測定された普通紙
に対する吸収係数が、３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ普通紙に
対する接触角θ0が１０°以上４０°未満である。
　ここで、動的走査吸液測定とは、文献「動的走査吸液計の開発と応用」（紙パルプ技術
協会誌４８（５）、ｐ８８（１９９４）、空閑ら）中に記載されている装置及び方法を用
いて行うものである。得られた測定プロットから近似出来る直線部分の傾きを、Ｊ．ＴＡ
ＰＰＩ紙パルプ試験方法Ｎｏ．５１－８７「紙及び板紙の液体吸収性試験方法（ブリスト
ー法）」で定義される吸収係数とする。吸収係数が大きい程、インクが記録紙に対し素早
く浸透することを意味している。
　普通紙に対する吸収係数が、３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）未満である場合に
は、紙面上に付着した後も比較的長時間インクが残存し、次の記録紙に記録が行われて重
なった場合画像乱れを生じるため、高速印字性が達成されない。したがって、普通紙に対
しても高速印字性を有するインクとするために、本発明のインクジェット用インクは、３
ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上の吸収係数を有するものとする。
【００３７】
　また、接触角の測定は、普通紙上にインク１滴を滴下した時の状態を水平方向から観察
することによって行うものであり、例えば、自動接触角計（協和界面科学株式会社製）を
用いて測定することができる。本発明のインクジェット用インクでは、滴下直後の接触角
θ0が１０°以上４０°未満である。図１は、本発明のインクジェット用インクを普通紙
に滴下したときのインク滴を模式的に示す図である。普通紙に対する接触角θ0を１０°
以上４０°未満に制御することで、インク滴が形成する画像のドットサイズがインク滴直
径の１．５倍～５倍程度で、比較的円に近い形状とすることができる。
　一方、接触角θ0が４０°以上であると、普通紙に付着したインク滴の広がりが十分で
なく、高い画像濃度が得られないか、もしくは画像濃度を得るために多量のインクを付着
させる必要が生じ、乾燥時間が遅れたり、コックリングなどの不具合を生じる。さらに、
図２は、普通紙に対する接触角θ0が４０°以上であるインク滴を模式的に示す図である
。普通紙表面はパルプ繊維が露出した状態であるため、インクの吸収性は不均一となり、
図２に示すように、インク滴は紙面上で広がらずに堆積し、一定時間を経過すると、毛管
力によって、あるいはミクロ的に繊維の弱い部分に集中して吸収される。これにより、部
分的に普通紙裏面にインクが貫通することがあり、画像の裏抜け濃度が高くなって両面印
字性を低下させる。
　また、図３は、接触角θ0が１０°未満であるインク滴を模式的に示す図である。接触
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角θ0が１０°未満である場合には、インクが紙面上に着弾と同時に必要以上に広がり、
この際、着色剤の粒子も普通紙の繊維に沿って移動してしまうため、結果としてフェザリ
ングが発生したり画像の輪郭がボケてしまう。さらに、紙の内部にまでインクが浸透する
ことにより画像濃度を低下させ、また裏抜け濃度も高くなって両面印字性を低下させる。
【００３８】
　また、本発明のインクジェット用インクは、普通紙の対する接触角θ0が１０°以上４
０°未満で、かつ、接触１秒後の接触角θ１とθ０の関係が、θ1＞（１／２）・θ0で表
されるものとする。
　特開２０００－１４４０２８号公報では、測定開始から１０秒までの動的接触角の変化
量を測定時間（１０秒）で除した値を時間変化率として規定し、その値が０．５～３．５
°／秒であるインクが開示されているが、本発明のインクジェット用インクは、高速印字
性を向上させるために普通紙への吸収性を大きく改善しており、インクを紙面上に滴下し
てからの接触角の経時変化が大きいものであるから、このような測定は適さない。そこで
、本発明においてはニードルからインク滴（約５μL）を普通紙上に静かに滴下した時の
状態を高速度カメラで撮影し、インク滴の映像を時間変化と共に解析することによって接
触角の時間変化を測定した。
　上記のように、接触１秒後の接触角θ１とθ０の関係が、θ1＞（１／２）・θ0を満た
す場合には、画像濃度、インクの乾燥速度が適正で、画像の裏抜けが少なく両面印字性に
優れる。
　一方、図４は、θ1が（１／２）・θ0よりも小さくなるインク滴を模式的に示す図であ
る。図４に示すように、インクは過度に広がって滲みが生じ、画像濃度が低下するばかり
でなく、画像の裏抜けが大きくなり、両面印字性を低下させる。
　なお、本発明者の実験によれば、インクの接触後約２秒以後は記録紙裏面（表面）から
のインクの広がりにより正確な接触角を測定することは不可能であるが、１秒後の接触角
θ1はインクと記録紙の相互物性を正確に反映していることが確認されている。
【００３９】
　また、上記したように、普通紙に対する吸収係数が、３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１

／２）以上であり、かつ普通紙に対する接触角θ0が１０°以上４０°未満であり、さら
に接触１秒後の接触角θ１が、θ1＞（１／２）・θ0であることを同時に満足するインク
ジェット用インクであれば、よりいっそう画像濃度が高く、滲みのない鮮明な画像が得ら
れるとともに、画像の裏抜けが著しく低減し、両面印字性に優れるため、一層好ましい。
【００４０】
　本発明のインクジェット用インクは、２５℃における粘度が５ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０
ｍＰａ・ｓｅｃ以下であり、表面張力が４０ｄｙｎ／ｃｍ以下であることが好ましい。こ
のように高粘度低表面張力のインクを用いることにより、印字品質を格段に向上させるこ
とができる。従来のインクジェットプリンタに用いられてきた３ｍＰａ・ｓｅｃ程度の低
粘度インクでは、普通紙に着弾した際に普通紙の繊維に沿ってインクが流れて広がる傾向
が強いため、画像の輪郭が滲んだような形状になるフェザリング現象が発生するのに対し
、本発明の５ｍＰａ・ｓｅｃ以上２０ｍＰａ・ｓｅｃ以下の粘度を有するインクでは、普
通紙の繊維に沿ってインクが流れる現象を抑えることができる。より好ましくは、８ｍＰ
ａ・ｓｅｃ以上の高粘度インクであり、普通紙表面との親和性によって広がる力が支配的
になるため、フェザリングがほとんどなくなる。尚、２０ｍＰａ・ｓｅｃ以上の高粘度に
なると、ノズルからのインク吐出が不安定になったり、普通紙への浸透性が低下して、画
像の定着性が低下するため好ましくない。
　また、インクの２５℃における表面張力を４０ｄｙｎ／ｃｍ以下にすることで、インク
のヘッド部材への濡れが良くなるために、例えば８ｍＰａ・ｓｅｃ以上の高粘度インクで
も周波数応答性が向上し、吐出安定性を格段に向上させることができる。
【００４１】
　上記の特性を有するインクジェット用インクは、以下の構成からなる。すなわち、可視
像として記録するための着色剤、乾燥を防止する湿潤剤としての水溶性有機溶剤、適度の
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粘度と普通紙への浸透性を付与するための有機溶剤、及び水とを必須成分とし、更に必要
に応じて添加剤として、特性制御剤、界面活性剤、樹脂エマルション、防腐剤、ｐＨ調製
剤などからなる。
【００４２】
　以下、本発明のインクジェット用インクの各構成要素について説明する。
着色剤
　本発明に用いる着色剤は各種染料、顔料いずれでもよいが、画像堅牢性の面で好適には
顔料が用いられる。顔料に関しては、特にその種類を限定することなく、無機顔料、有機
顔料を使用することができる。無機顔料としては、酸化チタン及び酸化鉄に加え、コンタ
クト法、ファーネス法、サーマル法などの公知の方法によって製造されたカーボンブラッ
クを使用することができる。また、有機顔料としては、アゾ顔料（アゾレーキ、不溶性ア
ゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレートアゾ顔料などを含む）、多環式顔料（例えば、フタロシ
アニン顔料、ぺリレン顔料、ぺリノン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジ
オキサジン顔料、チオインジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフラロン顔料など）、
染料キレート（例えば、塩基性染料型キレート、酸性染料型キレートなど）、ニトロ顔料
、ニトロソ顔料、アニリンブラックなどを使用できる。
　本発明において好ましく用いられる着色剤の具体例としては、以下のものが挙げられる
。
　黒色用としては、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、チャン
ネルブラック等のカーボンブラック（C.I.ピグメントブラック７）類、または銅、鉄（C.
I.ピグメントブラック１１）、酸化チタン等の金属類、アニリンブラック（C.I.ピグメン
トブラック１）等の有機顔料があげられる。
　さらに、カラー用としては、C.I.ピグメントイエロー１（ファストイエローG）、３、
１２（ジスアゾイエローAAA）、１３、１４、１７、２４、３４、３５、３７、４２（黄
色酸化鉄）、５３、５５、８１、８３（ジスアゾイエローHR）、９５、９７、９８、１０
０、１０１、１０４、４０８、１０９、１１０、１１７、１２０、１３８、１５３、C.I.
ピグメントオレンジ５、１３、１６、１７、３６、４３、５１、C.I.ピグメントレッド１
、２、３、５、１７、２２（ブリリアントファーストスカレット）、２３、３１、３８、
４８：２（パーマネントレッド２B（Ba））、４８：２（パーマネントレッド２B（Ca））
、４８：３（パーマネントレッド２B（Sr））、４８：４（パーマネントレッド２B（Mn）
）、４９：１、５２：２、５３：１、５７：１（ブリリアントカーミン６B）、６０：１
、６３：１、６３：２、６４：１、８１（ローダミン６Gレーキ）、８３、８８、１０１
（べんがら）、１０４、１０５、１０６、１０８（カドミウムレッド）、１１２、１１４
、１２２（キナクリドンマゼンタ）、１２３、１４６、１４９、１６６、１６８、１７０
、１７２、１７７、１７８、１７９、１８５、１９０、１９３、２０９、２１９、C.I.ピ
グメントバイオレット１（ローダミンレーキ）、３、５：１、１６、１９、２３、３８、
C.I.ピグメントブルー１、２、１５（フタロシアニンブルーR）、１５：１、１５：２、
１５：３（フタロシアニンブルーE）、１６、１７：１、５６、６０、６３、C.I.ピグメ
ントグリーン１、４、７、８、１０、１７、１８、３６等がある。
　本発明の好ましい態様によれば、上記の着色剤のうち、水と親和性の良いものが好まし
く用いられる。
【００４３】
　着色剤の重量平均粒子径は、５０ｎｍ以上５００ｎｍ以下が好ましく、さらに好ましく
は２００ｎｍ以下である。重量平均粒子径が５００ｎｍを超えると、画像定着性が劣るも
のとなる。また、重量平均粒子径が５０ｎｍ未満では、インク粘度が高くなり、ノズル詰
まりを生じやすい。着色剤の重量平均粒子径が上記範囲であることにより、画像濃度が高
く、定着性に優れた画像を得ることができる。
　また、着色剤の含有量は、６ｗｔ％以上２０ｗｔ％以下が好ましく、より好ましくは８
ｗｔ％以上である。インクが普通紙に浸透したときにも画像濃度の極度の低下を招かない
ために、６ｗｔ％以上とすることは前述の通りであるが、８ｗｔ％以上とすることで、十
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度が高くなり、ノズル詰まりを起こしやすくなるため、２０ｗｔ％以下とすることが好ま
しい。
【００４４】
　上記着色剤は、水及び水溶性有機溶剤への分散性を向上させるため、着色剤に親水性基
を直接導入した自己分散型、高分子または界面活性剤を分散剤として表面に吸着させた分
散剤分散型、あるいは樹脂中に着色剤を包埋したマイクロカプセル型等の形態により用い
られる。
【００４５】
　自己分散型としては、イオン性の親水性基を有する着色剤が好ましく、アニオン性に帯
電したものやカチオン性に帯電したものが好適である。
　アニオン性に帯電した着色剤表面に結合されている親水性基としては、例えば、－ＣＯ
ＯＭ、－ＳＯ３Ｍ、－ＰＯ３ＨＭ、－ＰＯ３Ｍ２、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ２ＮＨＣＯＲ
（但し、式中のＭは水素原子、アルカリ金属、アンモニウム又は有機アンモニウムを表わ
し、Ｒは炭素原子数１～１２のアルキル基、置換基を有してもよいフェニル基又は置換基
を有してもよいナフチル基を表わす。）等が挙げられる。これらの中で、特に、－ＣＯＯ
Ｍ、－ＳＯ３Ｍを着色剤表面に結合させたものが好ましい。
　又、上記親水性基中の「Ｍ」に含まれるアルカリ金属としては、例えば、リチウム、ナ
トリウム、カリウム等が挙げられ、有機アンモニウムとしては、モノ乃至トリメチルアン
モニウム、モノ乃至トリエチルアンモニウム、モノ乃至トリメタノールアンモニウムが挙
げられる。
　アニオン性に帯電した着色剤を得る方法としては、例えば、着色剤を次亜塩素酸ナトリ
ウムで酸化処理する方法、スルホン化する方法、ジアゾニウム塩を反応させる方法等を用
いることができるが、勿論、本発明はこれらに限定されるわけではない。
【００４６】
　カチオン性に帯電した着色剤表面に結合されている親水性基としては、例えば、第４級
アンモニウム基が好ましく、より好ましくは、下記に示す構造を有する第４級アンモニウ
ム基が挙げられ、本発明においては、これらのいずれかが着色剤表面に結合されたものが
好ましく使用される。
【００４７】
【化２５】

【００４８】
　上記した様な親水性基が結合されたカチオン性の自己分散型着色剤を得る方法としては
、例えば、
【化２６】
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の構造のＮ－エチルピリジル基を結合させる方法として、着色剤を３－アミノ－Ｎ－エチ
ルピリジウムブロマイドで処理する方法等が挙げられるが、勿論、本発明はこれに限定さ
れない。
【００４９】
　又、本発明においては、上記に挙げた様な親水性基が、他の原子団を介して着色剤の表
面に結合されていてもよい。他の原子団としては、例えば、炭素原子数１～１２のアルキ
ル基、置換基を有してもよいフェニル基又は置換基を有してもよいナフチル基が挙げられ
る。上記した親水性基が他の原子団を介して着色剤の表面に結合する場合の具体例として
は、例えば、－Ｃ２Ｈ４ＣＯＯＭ、－ＰｈＳＯ３Ｍ、－Ｃ５Ｈ１０ＮＨ３

＋等が挙げられ
るが、勿論、本発明はこれらに限定されない。
【００５０】
　次に、分散剤分散型着色剤を作製するための分散液としては、例えば以下のものが挙げ
られる。ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸、アクリル酸－アクリロニトリル共重合体、
酢酸ビニル－アクリル酸エステル共重合体、アクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共
重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－
アクリル酸－アクリル酸アルキルエステル共重合体、スチレン－メタクリル酸－アクリル
酸アルキルエステル共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリル酸共重合体、ス
チレン－α－メチルスチレン－アクリル酸共重合体－アクリル酸アルキルエステル共重合
体、スチレン－マレイン酸共重合体、ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体、酢酸ビニ
ル－エチレン共重合体、酢酸ビニル－脂肪酸ビニルエチレン共重合体、酢酸ビニル－マレ
イン酸エステル共重合体、酢酸ビニル－クロトン酸共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸共
重合体等が挙げられる。
　本発明の好ましい態様によれば、これらの共重合体は重量平均分子量が３，０００～５
０，０００であるのが好ましく、より好ましくは５，０００～３０，０００、最も好まし
くは７，０００～１５，０００である。分散剤の添加量は、着色剤を安定に分散させ、本
発明の他の効果を失わせない範囲とし、着色剤と分散剤との割合としては、１：０．０６
～１：３の範囲が好ましく、より好ましくは１：０．１２５～１：３の範囲である。
【００５１】
　その他の着色剤の分散方法として、着色剤をマイクロカプセルとして樹脂粒子中に包含
させ、水中に分散可能としたものであっても良い。カプセル化の方法は、コアセルベーシ
ョン法、相分離法等公知のマイクロカプセル化法によって作製可能であり、例えば特開平
１－１７０６７２号公報、特開平５－３９４４号公報、特開平６－３１３１４１号公報等
に記載されている方法を用いることができる。
【００５２】
水溶性有機溶剤
　本発明のインクジェット用インクは水を液媒体として使用するものであるが、インクの
乾燥を防止する湿潤剤として、水溶性有機溶剤を必須成分とする。水溶性有機溶剤の使用
は、インクを所望の物性にし、また、着色剤の溶解安定性を向上させるという目的も兼ね
る。加えて、本発明では、特に、普通紙に対する接触角と浸透性を制御する機能を発揮さ
せる意味で、水溶性有機溶剤の選択は重要である。
　湿潤剤としての水溶性有機溶剤の具体例としては、以下のものが挙げられる。これら水
溶性有機溶媒は、適宜複数混合して使用することが望ましい。エチレングリコール、ジエ
チレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリ
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コール、トリプロピレングリコール、テトラエチレングリコール、ヘキシレングリコール
、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、１
，６－ヘキサンジオール、グリセリン、１，２，６－ヘキサントリオール、１，２，４－
ブタントリオール、１，２，３－ブタントリオール、ペトリオール等の多価アルコール類
；エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレングリコールモノメチルエーテル
、プロピレングリコールモノエチルエーテル等の多価アルコールアルキルエーテル類；エ
チレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノベンジルエーテル等の
多価アルコールアリールエーテル類；２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ
－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミイダゾリジノン、ε－カプ
ロラクタム、γ－ブチロラクトン等の含窒素複素環化合物；ホルムアミド、Ｎ－メチルホ
ルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等のアミド類；モノエタノールアミン、ジエ
タノールアミン、トリエタノールアミン、モノエチルアミン、ジエチルアミン、トリエチ
ルアミン等のアミン類；ジメチルスルホキシド、スルホラン、チオジエタノール等の含硫
黄化合物類；プロピレンカーボネート、炭酸エチレン等である。
【００５３】
　これら水溶性有機溶剤の中でも、特に、グリセリン、１，３－ブタンジオール、トリエ
チレングリコール、１，６－ヘキサンジオール、プロピレングリコール、１，５－ペンタ
ンジオール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、トリメチロールプロパン
、トリメチロールエタンが好ましい。これらは、特に着色剤の溶解安定性に優れ、また、
水分蒸発による噴射特性不良の防止に対しても優れた効果を発揮するからである。
【００５４】
　上記湿潤剤の含有量は１０ｗｔ％以上５０ｗｔ％以下であることが好ましい。湿潤剤の
含有量が１０ｗｔ％未満であると、インクの乾燥を十分に防止することができない。また
、湿潤剤の含有量が５０ｗｔ％を超えると、インクの最適な粘度が得られないからである
。
　また、着色剤の含有量の好ましい範囲は、先に示したとおり６ｗｔ％以上２０ｗｔ％以
下であるが、例えば、着色剤の含有量に対する湿潤剤の含有量が十分でないと、ノズルプ
レート上で着色剤の乾燥が進み吐出不良をもたらしてしまう。すなわち、着色剤と湿潤剤
との含有量の比が、ヘッドからのインク吐出安定性に与える影響は大きいため、両者の比
を考慮する必要がある。そこで、湿潤剤の含有量は、着色剤に対する重量比で、２．０以
上６．０以下が好ましく、より好ましくは３．０以上５．０以下の範囲である。この範囲
にあるインクは、乾燥性や保存試験や信頼性試験が非常に良好である。
【００５５】
浸透性付与剤
　本発明のインクジェット用インクは、上記湿潤剤に加えて、普通紙に対する浸透性を付
与する有機溶剤として炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルを
含有することを特徴とする。
　これらの有機溶剤をインクジェット用インク全重量に対して０．１～１０．０ｗｔ％添
加したところ、普通紙に対するインクの接触角を著しく低下させることが分かり、本発明
における重要な材料と知見した。さらに、インク中にこれを少量添加することによって、
インク吐出ヘッドの液室や熱素子への濡れ性が著しく改良され、吐出安定性および周波数
安定性が得られることが分かった。
　炭素数８以上１１以下の多価アルコール又はグリコールエーテルは、２５℃の水中にお
いて０．１ｗｔ％以上４．５ｗｔ％未満の溶解度を有する部分的に水溶性の多価アルコー
ル又はグリコールエーテルが好ましい。特に好適な有機溶剤として、２－エチル－１，３
－ヘキサンジオール（２０℃における溶解度：４．２ｗｔ％）、２，２，４－トリメチル
－１，３－ペンタンジオール（２５℃における溶解度：２．０ｗｔ％）があげられる。こ
れらの有機溶剤は、普通紙に対する浸透性が極めて高いため、本発明のインクジェット用
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インクの普通紙に対する吸収係数、あるいは接触角を制御するには好適の材料である。
　尚、水に対する溶解度の低さは、他の有機溶剤、界面活性剤との組み合わせにより、そ
の溶解性を補うことができる。このような材料の組み合わせにより、高浸透性のインクジ
ェット用インクを作製することが可能となる。
【００５６】
水
　本発明のインクジェット用インクに用いられる水は、粒子の沈殿等を防止したり、適度
な電気絶縁性を持たせる意味で不純物、特にイオン性物質の少ないものが好ましく、純水
、超純水、蒸留水、イオン交換水等を用いることができる。
【００５７】
特性制御剤
　本発明のインクジェット用インクは、特性制御剤として尿素類又は糖類を含むことが好
ましい。尿類又は糖類は、水との親和性が強いことから、インクに含まれる水の蒸発を防
止する効果がある。本発明のインクジェット用インクは、着色剤の含有量が６ｗｔ％以上
と高いため、尿素類又は糖類を添加することでインクの乾燥を抑制し、ノズルの目詰まり
が生じるのを効果的に防止する。
　尿素類として好ましい化合物は、尿素、チオ尿素、１，３－ジメチル－２－イミダゾリ
ジノンである。これらの化合物は、特にノズルの目詰まり防止効果が高い。
　また、糖類の例としては、単糖類、二糖類、オリゴ糖類（三糖類および四糖類を含む）
および多糖類があげられる。これらの糖類は誘導体を用いても良い。誘導体としては、還
元糖（例えば、糖アルコール（一般式：ＨＯＣＨ２（ＣＨＯＨ）ｎＣＨ２ＯＨ　但し、ｎ
は２～５の整数を表す。））、酸化糖（例えば、アルドン酸、ウロン酸など）、アミノ酸
、チオ酸などがあげられる。
　糖類の好ましい化合物としては、マルトース、ソルビトース、グルコノラクトン、マル
トースである。これらの化合物は、特にノズルの目詰まり防止効果が高い。
【００５８】
界面活性剤
　本発明のインクジェット用インクに界面活性剤を添加することにより、普通紙への濡れ
性をさらに改善することができる。特に、アニオン系又はノニオン系界面活性剤が普通紙
に対するインク特性を改善するのに好適である。先に示した一般式（I）、（II）で表さ
れる化合物がアニオン系界面活性剤として好適な例、また、一般式（III）～（VI）で表
される化合物がノニオン系界面活性剤として好適な例である。これらの化合物は単独で、
あるいは複数を組み合わせて用いることができる。
　一般式（I）で表されるポリオキシエチレンアルキルエーテル酢酸塩、又は一般式（II
）で表される炭素鎖が５～７の分岐したアルキル鎖を有するジアルキルスルホ琥珀酸は、
普通紙に対するインク特性を改善するとともに、さらに着色剤の溶解・分散安定性を向上
させる。また、一般式（I）、（II）のＭをリチウムイオン、第４級アンモニウム、第４
級ホスホニウムとすることで、優れた溶解安定性を得ることができる。
　また、一般式（III）で表されるポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、一般
式（IV）で表されるポリオキシエチレンアルキルエーテル、一般式（V）で表されるポリ
オキシエチレン－ポリオキシプロピレンアルキルエーテル、あるいはポリオキシプロピレ
ン－ポリオキシエチレンアルキルエーテル、一般式（VI）で表されるアセチレングリコー
ル系化合物を用いることにより、インクの浸透性を相乗的に向上させることができ、これ
により色境界にじみが低減され、また文字にじみも少ないインクを得ることができる。
　上記に示した一般式（I）～（VI）で表される界面活性剤の添加量は、０．０５ｗｔ％
以上１０ｗｔ％以下が好ましく、更に好ましくは、０．１ｗｔ％以上５ｗｔ％である。上
記範囲とすることで、プリンターシステムにより要求されるインク特性に対し所望の浸透
性をあたえることが可能である。界面活性剤の添加量が０．０５ｗｔ％未満では、いずれ
の場合も２色重ね部の境界でのにじみが発生し、また、１０ｗｔ％を超えると界面活性剤
自体が低温で析出しやすくなるため信頼性を欠く原因となる。
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【００５９】
樹脂エマルション
　樹脂エマルションとは、連続相が水であり、分散相が次の様な樹脂成分であるエマルシ
ョンを意味する。分散相の樹脂成分としてはアクリル系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、スチレ
ン－ブタジエン系樹脂、塩化ビニル系樹脂、アクリル－スチレン系樹脂、ブタジエン系樹
脂、スチレン系樹脂などがあげられる。
　本発明の好ましい態様によれば、この樹脂成分は親水性部分と疎水性部分とを併せ持つ
重合体であるのが好ましい。また、これらの樹脂成分の粒子径はエマルションを形成する
限り特に限定されないが、１５０ｎｍ程度以下が好ましく、より好ましくは５～１００ｎ
ｍ程度である。
　これらの樹脂エマルションは、樹脂粒子を、場合によって界面活性剤とともに水に混合
することによって、もしくは乳化重合法等既知の重合方法によって得ることができる。例
えば、アクリル系樹脂又はスチレン－アクリル系樹脂のエマルションは、スチレンと（メ
タ）アクリル酸エステルとを過硫酸カリウム等の水溶性ラジカル重合開始剤とともに水と
混合し、必要に応じて界面活性剤を加え、不活性ガス雰囲気下で重合することによって得
ることができる。
　また、樹脂エマルションの添加量は、その樹脂成分がインク全重量の０．１～２０ｗｔ
％であるのが好ましく、より好ましくは１～１０ｗｔ％の範囲である。
　樹脂エマルションは、記録紙に付着後、乾燥過程において増粘・凝集する性質を持ち、
着色剤の浸透を抑制し、さらに記録紙への定着を促進する効果を有する。また、樹脂エマ
ルションの種類によっては記録紙上で皮膜を形成し、印刷物の耐擦性をも向上させる効果
を有する。
【００６０】
防腐剤
　防腐剤としては、デヒドロ酢酸ナトリウム、ソルビン酸ナトリウム、２－ピリジンチオ
ール－１－オキサイドナトリウム、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロフェノールナトリ
ウム等を使用することができる。
【００６１】
ｐＨ調整剤
　ｐＨ調整剤としては、インク特性に悪影響を及ぼさずにｐＨを７以上に調整できるもの
であれば、任意の物質を使用することができる。
　その例として、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアミン、水酸化リチウ
ム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム等のアルカリ金属元素の水酸化物、水酸化アンモ
ニウム、第４級アンモニウム水酸化物、第４級ホスホニウム水酸化物、炭酸リチウム、炭
酸ナトリウム、炭酸カリウム等のアルカリ金属の炭酸塩等が挙げられる。
【００６２】
その他の添加剤
　その他の添加剤として、例えば、防錆剤として、酸性亜硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、
チオジグリコール酸アンモン、ジイソプロピルアンモニウムニトライト、四硝酸ペンタエ
リスリトール、ジシクロヘキシルアンモニウムニトライト等がある。
　また、目的に応じて水溶性紫外線吸収剤、水溶性赤外線吸収剤等を添加することができ
る。
【００６３】
　次に、本発明のインクジェット記録方法は、水と着色剤と水溶性有機溶剤を必須成分と
するインクジェット用インクにエネルギーを付与して、微細孔からインクジェット用イン
クを吐出させて記録を行うインクジェット記録方法であって、インクジェット用インクを
普通紙に吐出させたときの吸収係数を３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上とし、
かつ、このときの接触角θ0を１０°以上４０°未満とする記録方法である。前述の通り
、吸収係数は動的走査吸液装置により測定されるものであり、この値が３ｍｌ／（ｍ２・
（ｍｓｅｃ）１／２）以上であれば、普通紙に対しても高速印字が達成できる。また、イ
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ンク滴の普通紙に対する接触角θ0を１０°以上４０°未満とすることにより、インク滴
が形成する画像のドットサイズがインク滴直径の１．５倍～５倍程度で、比較的円に近い
形状とすることができ、高い画像濃度が得られる。また、画像裏抜けもなく、両面印字性
に優れる。一方、接触角θ0が４０°以上であると、普通紙に付着したインク滴の広がり
が十分でなく、高い画像濃度が得られない。また、インクの吸収性が不均一となるため、
部分的に普通紙裏面にインクが貫通することがあり、画像の裏抜け濃度が高くなって両面
印字性を低下させる。接触角θ0が１０°未満である場合には、インクが紙面上に着弾と
同時に必要以上に広がるため、着色剤の粒子も普通紙の繊維に沿って移動し、フェザリン
グの発生や、画像の輪郭ボケが生じる。さらに、紙の内部にまでインクが浸透することに
より画像濃度を低下させ、また裏抜け濃度も高くなって両面印字性を低下させる。
【００６４】
　また、インクジェット用インクを普通紙に吐出させたときの接触角θ0を１０°以上４
０°未満とし、かつ、接触１秒後の接触角θ1と接触角θ0との関係を、θ1＞（１／２）
・θ0　で表される関係とすることでも上記と同様の効果を得ることができる。接触１秒
後の接触角θ1は、先にも示したように、普通紙上に静かに滴下したインク滴の状態を高
速度カメラで撮影し、インク滴の映像を時間変化と共に解析することによって測定できる
。θ1が（１／２）・θ0よりも小さくなると、インクは過度に広がって滲みが生じ、画像
濃度が低下するばかりでなく、画像の裏抜けが大きくなり、両面印字性を低下させる。
【００６５】
　本発明のインクジェット記録方法は、上記のように普通紙に対する高速印字性、高画像
濃度、及び良好な両面印字性を達成できる方法であるため、一般的にオフィスで電子写真
方式の複写機用に用いられている坪量５０ｇ／ｍ２以上１００ｇ／ｍ２以下のＰＰＣ用紙
を用いることが可能である。すなわち、インクジェット記録用の専用紙を用いなくとも、
低価格の記録紙で、良好な画像を得ることができるため、インクジェット記録装置のオフ
ィスにおける利用等、利用の幅を広げることができる。
【００６６】
　また、更に高速の印字を行う方法として、記録ヘッドのスキャン回数が１回のみのワン
パス印字がある。この場合、一度に多量のインクを吐出することになり、記録画像の乾燥
速度が低下する、あるいは、乾燥速度の低下を防ぐため、インクの浸透性を上げることで
、今度は画像滲みが増えたり、画像濃度が低下するといった不具合が生じる。そこで、本
発明のインクジェット用インクを用いることで、このような高速印字も対応し、画像滲み
もなく、画像濃度も高く、インクの記録紙への適正な浸透性により、記録画像の乾燥速度
も速く、良好な画像を提供することができる。ワンパス印字条件としては、特にインク滴
１個の体積（Ｍｊ）が２ｐｌ以上３５ｐｌ以下、周波数が１ｋＨｚ以上、解像度が３００
ｄｐｉ以上とすることが好ましい。このような条件により、高画質の画像を得ることがで
きる。
【００６７】
　尚、本発明のインクジェット記録方法に好適に用いられるインクジェット用インクは、
前述した通りであり、ここでは説明を省く。
【００６８】
　次に、本発明のインクジェット用インク、及びインクジェット記録方法をインクカート
リッジ、及びインクジェット記録装置に用いた例を示す。尚、以下は構成例の１つに過ぎ
ず、本発明になんら限定を加えるものではない。
　図５は、本発明のインクジェット用インクを収容した記録液収容部を備えたインクカー
トリッジを搭載するシリアル型インクジェット記録装置の機構部の概略正面図である。こ
のインクジェット記録装置の機構部は、両側の側板１、２間に主支持ガイドロッド３及び
従支持ガイドロッド４を略水平な位置関係で横架し、これらの主支持ガイドロッド３及び
従支持ガイドロッド４でキャリッジユニット５を主走査方向に摺動自在に支持している。
キャリッジユニット５には、それぞれイエロー（Ｙ）インク、マゼンタ（Ｍ）インク、シ
アン（Ｃ）インク、ブラック（Ｂｋ）インクをそれぞれ吐出する４個のヘッド６を、その
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吐出面（ノズル面）６ａを下方に向けて搭載し、またキャリッジユニット５のヘッド６の
上側には４個のヘッド６に各々インクを供給するための各色のインク供給体である４個の
インクカートリッジ７ｙ，７ｍ，７ｃ，７ｋを交換可能に搭載している。
【００６９】
　キャリッジユニット５は主走査モータ８で回転される駆動プーリ（駆動タイミングプー
リ）９と従動プーリ（アイドラプーリ）１０との間に張装したタイミングベルト１１に連
結して、主走査モータ８を駆動制御することによってキャリッジ５、即ち４個のヘッド６
を主走査方向に移動するようにしている。
　また、側板１、２をつなぐ底板１２上にサブフレーム１３、１４を立設し、このサブフ
レーム１３、１４間に用紙１６を主走査方向と直交する副走査方向に送るための搬送ロー
ラ１５を回転自在に保持している。そして、サブフレーム１４側方に副走査モータ１７を
配設し、この副走査モータ１７の回転を搬送ローラ１５に伝達するために、副走査モータ
１７の回転軸に固定したギヤ１８と搬送ローラ１５の軸に固定したギヤ１９とを備えてい
る。
【００７０】
　さらに、側板１とサブフレーム１３との間には、ヘッド６の信頼性維持回復機構（以下
、「サブシステム」と称する。）２１を配置している。サブシステム２１は、各ヘッド６
の吐出面をキャッピングする４個のキャップ手段２２をホルダ２３で保持し、このホルダ
２３をリンク部材２４で揺動可能に保持している。そして、キャリッジユニット５の主走
査方向の移動でホルダ２３に設けた係合部２５にキャリッジユニット５が当接すると、そ
の動作に従ってホルダ２３がリフトアップしキャップ手段２２でインクジェットヘッド６
の吐出面６ａをキャッピングする。また、キャリッジユニット５が印写領域側へ移動する
ことで、その動作に従ってホルダ２３がリフトダウンしてキャップ手段２２がインクジェ
ットヘッド６の吐出面６ａから離れるようにしている。
　なお、キャップ手段２２は、それぞれ吸引チューブ２６を介して吸引ポンプ２７に接続
すると共に、大気開放口を形成して、大気開放チューブ及び大気開放バルブを介して大気
に連通している。また、吸引ポンプ２７は吸引した廃液を、ドレインチューブ等を介して
図示しない廃液貯留槽に排出する。
　さらに、ホルダ２３の側方には、インクジェットヘッド６の吐出面６ａをワイピングす
る繊維部材、発泡部材或いはゴム等の弾性部材からなるワイピング手段であるワイパブレ
ード２８をブレードアーム２９に取付け、このブレードアーム２９は揺動可能に軸支し、
図示しない駆動手段で回動されるカムの回転によって揺動させるようにしている。
【００７１】
　次に、インクカートリッジについて説明する。図６は、インクカートリッジの外観斜視
図、図７は、インクカートリッジの正断面図である。インクカートリッジ７は、図７に示
すように、カートリッジ本体４１内に所要の色のインクを吸収させたインク吸収体４２を
収容してなる。カートリッジ本体４１は、上部に広い開口を有するケース４３の上部開口
に上蓋部材４４を接着又は溶着して形成したものであり、例えば樹脂成型品からなる。ま
た、インク吸収体４２は、ウレタンフォーム体等の多孔質体からなり、カートリッジ本体
４１内に圧縮して挿入した後、インクを吸収させている。
　カートリッジ本体４１のケース４３底部には記録ヘッド６へインクを供給するためのイ
ンク供給口４５を形成し、このインク供給口４５内周面にはシールリング４６を嵌着して
いる。また、上蓋部材４４には大気開放口４７を形成している。
　そして、カートリッジ本体４１には、装填前の状態で、インク供給口４５を塞ぐと共に
装填時や輸送時などのカートリッジ取扱い時、或いは真空包装時による幅広側壁に係る圧
力でケース４３が圧縮変形されて内部のインクが漏洩することを防止するため、キャップ
部材５０を装着している。
　また、大気開放口４７は、図６に示すように、酸素透過率が１００ｍｌ／ｍ２以上のフ
ィルム状シール部材５５を上蓋部材４４に貼着してシールしている。このシール部材５５
は大気開放口４７と共にその周囲に形成した複数本の溝４８をもシールする大きさにして
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いる。このように大気開放口４７を酸素透過率が１００ｍｌ／ｍ２以上のシール部材５５
でシールすることで、インクカートリッジ７を透気性のないアルミラミネートフィルム等
の包装部材を用いて減圧状態で包装し、インク充填時やインク吸収体４２とカートリッジ
本体４１との間に生じる空間Ａ（図７参照）にある大気のためにインク中に気体が溶存し
たときでも、シール部材５５を介してインク中の空気が真空度の高いカートリッジ本体４
１外の包装部材との間の空間に排出され、インクの脱気度が向上する。
【００７２】
　また、図８は、本発明のインクジェット用インクを収容した記録液収容部と、インク液
滴を吐出させるためのヘッド部を備えた記録ユニットの構成例を示す図である。記録ユニ
ット３０は、シリアルタイプのものであり、インクジェットヘッド６と、このインクジェ
ットヘッド６に供給されるインクを収容するインクタンク４１と、このインクタンク４１
内を密閉する蓋部材４４とで主要部が構成される。インクジェットヘッド６には、インク
を吐出するための多数のノズル３２が形成されている。インクはインクタンク４１から、
図示しないインク供給管を介して、やはり図示しない共通液室へと導かれ、電極３１より
入力されるインクジェット記録装置本体からの電気信号に応じて、ノズル３２より吐出さ
れる。
　このようなタイプの記録ユニットは、構成上、安価に製造できるタイプのヘッド、いわ
ゆるサーマル方式、バブル方式と呼ばれる、熱エネルギーを駆動の動力源とするヘッドに
適した構造である。本発明のインクジェット用インクは、サーマル方式、バブル方式等の
記録方法において、吐出安定性及び周波数安定性が得られ、かつ安全性も高く、非常に適
している。
【００７３】
　尚、ここでは、前述のようなシリアル型インクジェット記録装置を説明したが、本発明
のインクジェット用インク及び記録方法は、ノズルを千鳥など任意の配列で、目的とする
画像の解像度と同じか数分の１程度の密度に集積し、記録紙の幅以上に配列させた、いわ
ゆるラインヘッドを有するインクジェット記録装置に適用することも可能である。
　また、ここでいうインクジェット記録装置とは、パソコンやデジタルカメラ用の出力プ
リンタのみならず、ファックスやスキャナ、電話などと組み合わせた複合的な機能を有す
る装置であっても構わない。
【００７４】
　また、本発明のインクジェット用インクを用い、上記記録方法により作製されるインク
ジェット記録物は、画像滲みや色境界滲みのない非常に良好な画像であり、耐水性、耐光
性にも優れた記録物である。特に、記録紙として普通紙を用いた場合でも、上記のように
高い画像品質の記録物とすることができる。
【００７５】
【実施例】
　以下、本発明を具体化した実施例について説明する。
　先ず、自己分散型の着色剤を得るための表面処理について具体例を挙げる。
＜自己分散型カーボンブラック分散液ａの調製＞
　表面積が１３０ｍ２／ｇでＤＢＰ吸油量が７０ｍｌ／１００ｇのカーボンブラック１０
０ｇと、ｐ－アミノ－Ｎ－安息香酸３４ｇとを水７５０ｇに混合分散し、これに硝酸１６
ｇを滴下して７０℃で撹拌した。５分後、５０ｇの水に１１ｇの亜硝酸ナトリウムを溶か
した溶液を加え、更に１時間撹拌した。得られたスラリーを１０倍に希釈し、遠心処理に
より粗大粒子を除き、ジエタノールアミンにてｐＨをｐＨ８－９に調整し、限外濾過膜に
て脱塩濃縮し着色剤濃度１５ｗｔ％のカーボンブラック分散液とした。これをポリプロピ
レン製の孔径０．５μｍフィルターにて濾過し、カーボンブラック分散液ａとした。平均
粒子径は９９ｎｍであった
【００７６】
＜自己分散型フタロシアニン顔料ｂの調製（シアン）＞
　２０ｇのフタロシアニンブルー（ピグメントブルー１５：３）を４．０ｇのスルファニ
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ル酸と混合した。この混合物を７０℃のウォーターバス中のビーカーに入れた。７４．３
２ｇの蒸留水中に溶解した１．６８ｇの亜硝酸ナトリウムからなる溶液を、急速に混合し
ながらビーカーに加え、スラリーを形成させた。塩化水素酸をこの溶液に加え、スラリー
のｐＨを２に調節した。マグネティックスターラーを用いて１時間、スラリーを７０℃に
おいて急速に混合し、その後、７０℃で炉内で乾燥させた。得られた材料は、乾燥した、
－Ｃ６Ｈ４ＳＯ３

－Ｎａ＋基を有する、改質された着色剤であった。
　表面改質された着色剤６ｇをソックレー抽出器中においてメタノールを用いて１０時間
抽出し、あらゆる反応副生成物を除去し、そして再乾燥した。得られたフタロシアニン顔
料ｂは水性媒体中で攪拌時に容易に分散された。
【００７７】
＜自己分散型キナクリドン顔料ｃの調製（マゼンタ）＞
　フタロシアニンブルーの代わりに、ホスタパームピンクＥ顔料（ピグメントレッド１２
２）を用いた以外は、上記の自己分散型フタロシアニンブルー顔料と同様の手順により、
改質されたキナクリドン顔料ｃを得た。得られたキナクリドン顔料ｃは水性媒体中で攪拌
時に容易に分散された。
【００７８】
＜自己分散型イエロー顔料ｄの調製＞
　フタロシアニンブルーの代わりに、ピグメントイエロー７４を用いた以外は、上記の自
己分散型フタロシアニンブルー顔料と同様の手順により、改質されたイエロー顔料ｄを得
た。得られたイエロー顔料ｄは水性媒体中で攪拌時に容易に分散された。
【００７９】
　以下に、本発明のインクジェット用インクの作製及びこれを用いた各種試験について実
施例を示すが、本発明はこれらに限定されるものではない。尚、実施例に記載の各成分の
量（％）は重量基準であり、市販の着色剤分散体および樹脂エマルションの量は、有効成
分（固形分）量を表す。
【００８０】
（実施例１）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウム１０％水溶液にてｐＨを９に調整し
た。その後、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過を行い、インクジェット
用インクを得た。
　自己分散型カーボンブラック分散液ａ　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　２０．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（I）におけるＲ１＝Ｃ１２、ｍ＝３）　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　マイクロジェルＥ－１００２（日本ペイント社製）　　　　３．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８１】
（実施例２）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化ナトリウムにてｐＨを９に調整して実施例１
と同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型フタロシアニン顔料ｂ　　　　　　　　　　　　８．０ｗｔ％
　トリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（I）におけるＲ１＝Ｃ１２、ｍ＝４）　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　スチレン－メタクリル酸ブチル樹脂エマルション　　　　　３．０ｗｔ％
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　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８２】
（実施例３）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型キナクリドン顔料ｃ　　　　　　　　　　　　１３．０ｗｔ％
　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（I）におけるＲ１＝Ｃ１２、ｍ＝５）　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　２．０ｗｔ％
　スチレン－メタクリル酸オクチル樹脂エマルション　　　　３．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８３】
（実施例４）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型イエロー顔料ｄ　　　　　　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセロリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（I）におけるＲ１＝Ｃ１２、ｍ＝６）　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　２．０ｗｔ％
　メタクリル酸メチル樹脂エマルション　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８４】
（実施例５）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　カーボンブラック（CAB-O-JET300；キャボット社製）　　１２．０ｗｔ％
　２，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（II）におけるＲ２＝Ｃ６）　　　　　　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８５】
（実施例６）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　シアン顔料（IJX253C；キャボット社製）　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（II）におけるＲ２＝Ｃ６）　　　　　　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　２．０ｗｔ％
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　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８６】
（実施例７）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　マゼンタ顔料（IJX266D；キャボット社製）　　　　　　１０．０ｗｔ％
　１，３－プロパンジオール　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（II）におけるＲ２＝Ｃ６）　　　　　　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８７】
（実施例８）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　イエロー顔料（IJX273B；キャボット社製）　　　　　　１０．０ｗｔ％
　１，４－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（II）におけるＲ２＝Ｃ６）　　　　　　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８８】
（実施例９）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　樹脂分散型カーボンブラック（大日精化社製）　　　　　１０．０ｗｔ％
　１，５－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　ノニオン系界面活性剤（ディスパノールＴＯＣ；日本油脂社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００８９】
（実施例１０）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　シアン顔料（Li0 Jet Cyan；東洋インキ社製）　　　　　１１．０ｗｔ％
　１，６－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　ノニオン系界面活性剤（ディスパノールＴＯＣ；日本油脂社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　２．０ｗｔ％
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　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９０】
（実施例１１）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化ナトリウムにてｐＨを９に調整して実施例１
と同様にインクジェット用インクを得た。
　マゼンタ顔料（Li0 Jet Magenta；東洋インキ社製）　　　１４．０ｗｔ％
　２－メチル－２，４－ペンタンジオール　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（III）におけるＲ＝Ｃ６、ｋ＝５）　　　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９１】
（実施例１２）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化ナトリウムにてｐＨを９に調整して実施例１
と同様にインクジェット用インクを得た。
　イエロー顔料（Li0 Jet Yellow；東洋インキ社製）　　　　１２．０ｗｔ％
　１，２，６－ヘキサントリオール　　　　　　　　　　　　３０．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（IV）におけるＲ＝Ｃ６、ｎ＝５）　　　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９２】
（実施例１３）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化ナトリウムにてｐＨを９に調整して実施例１
と同様にインクジェット用インクを得た。
　マイクロカプセル型ブラック顔料（大日本インキ社製）　　１２．０ｗｔ％
　トリメチロールプロパン　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（V）におけるＲ＝Ｃ６、ｎ＝２、Ｍ＝３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９３】
（実施例１４）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　マイクロカプセル型シアン顔料（大日本インキ社製）　　　　８．０ｗｔ％
　トリメチロールエタン　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　界面活性剤（一般式（VI）におけるｐ＋ｑ＝１５、ｐ＋ｑ＝０の混合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　 　　　　２．０ｗｔ％
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　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９４】
（実施例１５）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　マイクロカプセル型マゼンタ顔料（大日本インキ社製）　　１０．０ｗｔ％
　尿素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-3NEX；日光ケミカルズ製）　　２．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９５】
（実施例１６）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　マイクロカプセル型イエロー顔料（大日本インキ社製）　　　８．０ｗｔ％
　１，３－ジメチルイミダゾリジノン　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-6NEX；日光ケミカルズ製）　２．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９６】
（比較例１）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化ナトリウムにてｐＨを９に調整して実施例１
と同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型カーボンブラック分散液ａ　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-6NEX；日光ケミカルズ製）　１．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９７】
（比較例２）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウム１０％水溶液にてｐＨを９に調整し
た。その後、平均孔径０．８μｍのメンブレンフィルターで濾過し、インクジェット用イ
ンクを得た。
　自己分散型フタロシアニン顔料ｂ　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-3NEX；日光ケミカルズ製）　１．０ｗｔ％
　ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　０．５ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９８】
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（参考例１）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して比較例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型マゼンタ顔料ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　６．０ｗｔ％
　ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-6NEX；日光ケミカルズ製）　　１．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００９９】
（比較例３）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して比較例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型イエロー顔料ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　トリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　ノニオン系界面活性剤（ディスパノールＴＯＣ；日本油脂社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　エマルジョン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【０１００】
（比較例４）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化ナトリウムにてｐＨを９に調整して実施例１
と同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型カーボンブラック分散液ａ　　 　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．５ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-6NEX；日光ケミカルズ製）　　１．０ｗｔ％
　ノニオン系界面活性剤（ディスパノールＴＯＣ；日本油脂社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０ｗｔ％
　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【０１０１】
（比較例５）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型フタロシアニン顔料ｂ　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-6NEX；日光ケミカルズ製）　　１．０ｗｔ％
　ノニオン系界面活性剤（ディスパノールＴＯＣ；日本油脂社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　０．５ｗｔ％
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　２－エチル－１，３－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【０１０２】
（参考例２）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型マゼンタ顔料ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　６．０ｗｔ％
　ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　ノニオン系界面活性剤（ディスパノールＴＯＣ；日本油脂社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【０１０３】
（参考例３）
　下記処方のインク組成物を作製し、水酸化リチウムにてｐＨを９に調整して実施例１と
同様にインクジェット用インクを得た。
　自己分散型イエロー顔料ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　６．０ｗｔ％
　ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０ｗｔ％
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０ｗｔ％
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　２．０ｗｔ％
　アニオン系界面活性剤（ECTD-6NEX；日光ケミカルズ製）　　　1．０ｗｔ％
　ノニオン系界面活性剤（ディスパノールＴＯＣ；日本油脂社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０ｗｔ％
　２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオール　　　 　　　　２．０ｗｔ％
　プロキセルＬＶ（防腐剤）　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｗｔ％
　イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【０１０４】
　以上作製したインクジェット記録用インク各々について、表面張力、２５℃における粘
度、及び記録紙に対する接触角を測定した。記録紙には下記の４種類のＰＰＣ用紙を用い
、インク滴付着直後の接触角θ0と１秒後の接触角θ1を測定した。
＜使用した記録紙＞
１）マイペーパー（株式会社ＮＢＳリコー製）
２）ＰＢ紙（キャノン株式会社製）
３）やまゆり紙（本州製紙株式会社製・再生紙）
４）Xerox4024紙（富士ゼロックスオフィスサプライ株式会社製）
【０１０５】
　物性測定の結果を、各インクの着色剤の種類及び湿潤剤含有量とともに表１に示す。
【表１】
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【０１０６】
　次に上記実施例１～１６及び比較例１～５のインクジェット用インクを用い、インクジ
ェットプリンタにより印字を行い、下記の項目について評価した。インクジェットプリン
タとしては、EM-900（セイコーエプソン社製）、DeskJet970Cxi（ＨＰ社製）、及びIPSiO
 Jet 300（リコー社製）を用い、ヘッドの駆動電圧、パルス幅、駆動周波数を変え、１滴
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あたりの吐出量（Ｍｊ）が３５ｐｌ、記録密度は３６０ｄｐｉ、ワンパスで画像が形成で
きるよう調節し、印字した。
印刷パターンは、１ドット画像、１ドットライン、文字画像、ベタ画像（１００％ｄｕｔ
ｙ）を含むものとし、ブラック、イエロー、マゼンタ、シアンの各色インクを適宜組み合
わせて印字した。記録紙は、前記の各紙を用いた。同様の印字を連続して１０００枚行い
、画像の安定性（非吐出ノズルの有無）を評価した。
＜評価項目＞
１）画像品質
・画素径
　１ドット画像をドットアナライザ（DA5000；王子計測機器社製）を用いてドット面積か
ら円相当径を算出し、画素径とした。
・ベタ画像濃度
　反射型カラー分光測色濃度計（X-Rite938；X-Rite社製）を用いて測定した。
・両面印字性
　ベタ画像の記録紙の裏側から画像濃度を測定し、印刷していない地肌部の濃度を差し引
いて裏抜け濃度とし、その値が０．０３以下のものを○、０．０３を超えるものを×とし
て評価した。なお、０．０３という値は目視評価の結果、裏面の画像が気になって表面の
文字画像が読み難いか否かを判定して決定した。
・画像滲み
　文字及びライン画像を目視で観察し、エッジが鮮明でシャープな文字が形成されている
ものを○、部分的にひげ状の滲みが見られるが実用上問題ないものを△、エッジがざらつ
いていたり文字がつぶれて実用上不鮮明と感じるものを×とした。
２）画像の乾燥性
　印字後の画像に一定条件で濾紙を押しつけ、インクが濾紙に転写しなくなるまでの時間
を測定した。いずれの記録紙でも１０秒以内で乾燥した場合に○と判定した。
３）連続印字時の信頼性
　テスト画像１０００枚を連続印字した場合、非噴射ノズルが発生しなかったものを○、
発生して画像に欠陥が生じたものを×とした。
４）乾燥目詰まり性評価
　ピエゾ型ヘッドを用いたインクジェットプリンタIPSiOJET300（リコー社製）に評価用
インクを入れ、インク吐出を確認した後、ノズル面のキャップをすることなく、室温にて
３０日間放置した。その後、画像を印字し、すべてのノズルからインクが吐出し、正常に
印字できたものを○とした。インクが非吐出のノズルがあり、印字画像が乱れたものを×
とした。
【０１０７】
　以上の評価結果を表２に示す。なお、画素径及び画像濃度の値はEM900C（セイコーエプ
ソン社製）を用いてマイペーパー紙に印字した値を代表として示した。また、その他の評
価項目については各プリンタ、各記録紙における評価結果とも同様であった。
【表２】
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【０１０８】
　表１に示すように、実施例１～１６では、インクの普通紙に対する吸収係数が、いずれ
も３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）以上であり、かつ同記録紙に対する接触角θ0

が１０°以上４０°未満であった。これらのインクを用いて印字した結果、表２に示すよ
うに、ベタ画像濃度１．１０～１．５０の高い画像濃度が得られ、両面印字性に優れ、画
像滲みもなく、シャープな画像が得られた。また、画像の乾燥性も良好であることから、
速やかな定着が可能であるという顕著な効果が得られた。更には、連続印字時の信頼性も
高く、乾燥による目詰まりもないことから、経時においても高い信頼性が得られることが
わかった。
　一方、比較例１～３に示すように、吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）
未満であったり、接触角θ0が４０°以上となる場合には、画像濃度が低く、画像の乾燥
速度も遅かった。また、比較例４～５に示すように、吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓ
ｅｃ）１／２）以上であり、かつ同記録紙に対する接触角θ0が１０°以上４０°未満で
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あっても、着色剤含有量及び粘度が低く、接触１秒後の接触角θ1が　θ1＜（１／２）*
θ0　　となる場合には、乾燥速度は十分であるものの、両面印字性、画像滲みが劣るこ
とがわかった。
【０１０９】
【発明の効果】
　以上説明してきたように、水と着色剤と水溶性有機溶剤を必須成分とし、着色剤の含有
量が６ｗｔ％以上で、普通紙に対する吸収係数が３ｍｌ／（ｍ２・（ｍｓｅｃ）１／２）
であり、かつ接触角θ0が１０°以上４０°未満である本発明のインクジェット用インク
は、高速印字性に優れ、吐出安定性や保存安定性に優れ、かつ良好な色調、高い画像濃度
、文字、画像の周辺部分にフェザリングの生じない鮮鋭度の高い画像、異なる色間の境界
にじみ（カラーブリード）のない画像、両面印刷にも耐えうる裏抜けの少ない画像を与え
ることができる。
　上記の効果は、普通紙に対する接触角θ0が１０°以上４０°未満で、かつ、接触１秒
後の接触角θ1がθ1＞（１／２）*θ0　である本発明のインクジェット用インクによって
も同様に得られる。
【０１１０】
　また、上記の物性を有するインクジェット用インクが、特定の湿潤剤及びインクの浸透
性を付与する特定の多価アルコールを含むことで、２５℃における粘度が５ｍＰａ・ｓｅ
ｃ以上と高粘度でありながら、上記のような高い吸収係数と低い接触角とを両立させるこ
とが可能となる。これにより、インクドット画像が大きく広がり、かつフェザリングが低
減し、更に、紙面上で着色剤が凝集するため従来に比べて裏抜けが格段に少なくなり、両
面印字が可能となる。また、ヘッド部材への濡れ性がよくなり、インク組成物気泡排出性
の向上、周波数応答性の向上によって高速印字性、インク吐出安定性が格段に向上する。
　このように、本発明のインクジェット用インクにより、特別の表面処理がされていない
普通紙に対しても、インクジェット専用のコート紙並みの印字品質を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のインクジェット用インクを普通紙に滴下したときのインク滴を模式的
に示す図である。
【図２】　普通紙に対する接触角θ0が４０°以上であるインク滴を模式的に示す図であ
る。
【図３】　普通紙に対する接触角θ0が１０°未満であるインク滴を模式的に示す図であ
る。
【図４】　θ1が（１／２）・θ0よりも小さくなるインク滴を模式的に示す図である。
【図５】　シリアル型インクジェット記録装置の機構部の概略正面図である。
【図６】　インクカートリッジの外観斜視図である。
【図７】　インクカートリッジの正断面図である。
【図８】　記録液収容部と、インク液滴を吐出させるためのヘッド部を備えた記録ユニッ
トの構成例を示す図である。
【符号の説明】
５　キャリッジユニット
６　ヘッド
７　インクカートリッジ
８　主走査モータ
９　駆動プーリ
１０　従動プーリ
１１　タイミングベルト
１５　搬送ローラ
１６　用紙
１７　副走査モータ
１８，１９　ギヤ
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２１　信頼性維持回復機構（サブシステム）
３０　記録ユニット
３１　電極
３２　ノズル
４２　インク吸収体
４５　インク供給口

【図１】
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